
質
問
一

高
圧
洗
浄
に
よ
る
学
校
ト
イ

レ
と
プ
ー
ル
清
掃
に
か
か
る
費
用
対
効

果
に
つ
い
て
。

二

ユ
ス
リ
カ
、
汚
濁
で
に
お
い
の
あ

る
水
路
に
つ
い
て
。

三

「
有
用
微
生
物
群
Ｅ
Ｍ
と
活
用
」

に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

高
圧
洗
浄

経
費
を
過
去
３
年
間
の
実
績
で
計
算
す

る
と
、
１
校
当
た
り
平
均
４６
万
円
と
な

る
。
ま
た
、
清
掃
す
る
こ
と
に
よ
り
、

臭
気
の
原
因
で
あ
る
尿
石
等
が
除
去
さ

れ
、
配
水
管
の
流
れ
も
改
善
し
た
。

学
校
の
プ
ー
ル
は
、
使
用
開
始
前
に

児
童
、
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
清
掃
を

行
っ
て
い
る
。

二
（
市
長
）

ユ
ス
リ
カ
の
発
生
は
、

浄
化
さ
れ
な
い
生
活
排
水
が
直
接
水
路

に
流
れ
込
む
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。

都
市
下
水
路
で
あ
る
大
谷
川
等
で
は

水
量
が
減
少
す
る
時
期
に
悪
臭
が
発
生

す
る
と
き
も
あ
り
、
そ
の
際
は
、
坂
戸
、

鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
る
。

三

市
民
に
よ
る
環
境
講
座
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
市
で
も
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

高
齢
者
の
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り二

女
性
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て

質
問
一

Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
接
種
を
勧
告
し
て

い
る
、
乳
幼
児
へ
の
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
を
。

二

２０
代
か
ら
３０
代
の
女
性
に
急
増
し

け
い

て
い
る
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
公
的
補
助
を
。

三

子
供
医
療
費
の
窓
口
払
い
廃
止
と

中
学
生
ま
で
の
通
院
医
療
費
無
料
化
を
。

答
弁
一
（
市
長
）

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
安
定
供
給
、
接
種
財
源
、
副
反

応
等
に
対
す
る
補
償
問
題
な
ど
の
課
題

が
あ
る
が
、
市
と
し
て
も
国
、
県
へ
定

期
接
種
化
に
向
け
働
き
か
け
て
い
く
。

け
い

二

若
い
世
代
の
子
宮
頸
が
ん
は
性
体

験
の
低
年
齢
化
も
一
つ
の
原
因
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
が
ん
検
診
や
適
切
な
性

教
育
な
ど
の
予
防
の
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
国
で
定
期
接
種
化
が
検
討
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
助
成
措
置
に
つ

い
て
は
、
医
師
会
の
意
見
を
参
考
に
適

切
に
対
応
す
る
。

三

平
成
２３
年
度
中
の
子
供
医
療
費
窓

口
払
い
の
廃
止
に
向
け
て
準
備
し
て
い

る
。
子
供
医
療
費
の
対
象
年
齢
拡
大
は
、

窓
口
払
い
の
廃
止
後
に
、
社
会
情
勢
や

財
政
状
況
等
を
勘
案
し
て
考
え
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

膨
大
な
資
金
を
投
入
す
る
圏
央
鶴

ヶ
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
開

発
は
や
め
て

二

市
民
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る

東
京
電
力
送
電
線
５０
万
ボ
ル
ト
西
上
武

幹
線
工
事
中
止
を

川合 利枝 議員

ＥＭできれいなまちづくり

市でも必要な支援を行う

子
ど
も
の
命
を
救
う
対
策
を

命
を
守
る
た
め
適
切
な
対
策
を
講
じ
る

市内を流れる飯盛川

松
村

和
子

議
員

つるがしま市議会だより第１５０号〔７〕


